
武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校
開校準備委員会設置検討会通信 Vol.2

検討会は概ね２か月に１回開催し、
準備委員会の発足に向けた検討を行
います。準備委員会は令和６年９月
下旬から１０月にかけて第１回を開
催する予定とし、３か月に１回程度
の開催を検討しています。

令和６年５月

検討会の予定

第1回 2月

第2回 4月

第3回 6月

第4回 8月

準備委員会の予定

第1回 9月下旬
~10月

第2回 1月

継続的に開催

２ 第２回検討会の概要をお伝えします

第２回は、関係する委員（学校）から、直近の情報提
供がありました。例えば、関係学校の教員も、いよいよ
自分たちで新しい学校をつくるという話題が出始めたこ
と、通学区域について保護者の方の関心が高いことなど
が情報交換されました。
その他、今後のスケジュールや準備委員会の委員の選

定方法について協議が行われました。参加した委員から
は、委員の選定について、広く保護者の方についても参
画の機会を設けるため、志望する人は委員へ応募できる
方法がいいのではないか、仮に応募人数が多すぎれば抽
選にするなど、公平性を担保するべきであるとの意見が
出されました。
開校までのスケジュールについての議論の中では、令

和１０年度の開校に向けては、その前年である令和９年
度は、スムーズに開校するための移行期間でもあること
から、特に教育活動について、開校前から連続した実践
ができるよう計画的に準備を進めることが重要であるこ
とが議論されました。

３ 検討会等のスケジュール（予定）

※沼影新校舎のイメージ図

教育委員会では、令和６年９月下旬〜１０月をめどに「武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校開校準
備委員会」（以下、準備委員会と呼ぶ。）を設置し、通学区域や、校名・校章、教育課程、学校行
事のあり方、制服や通学かばんをはじめとする学校生活用品のあり方など、本義務教育学校の具体
的な教育活動の骨組みをつくり上げていく予定です。
準備委員会の設置に先立ち、この令和６年２月には武蔵浦和駅周辺地区６校の管理職と教育委員

会事務局職員で構成する「開校準備委員会設置検討会」（以下、検討会と呼ぶ。）を設置しました。
この検討会で、準備委員会の構成方法や所掌事務など、準備委員会の在り方を定めていきます。検
討会での議論の状況を、この「開校準備委員会設置検討会通信」で発信しています。

１ 開校準備委員会設置検討会通信とは



開校に向けた工事スケジュールの概要をお伝えします
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武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校についてのホームページはこちら
https://www.city.saitama.lg.jp/003/002/001/p082303.html

編集後記

よくある御質問への回答
Ⓠ沼影新校舎は約2,000人の児童生徒が登校するこ
とが想定されていますが、混雑を緩和し、安全に登
校できる対策は考えているのでしょうか。
Ⓐ新しく建設する沼影新校舎では、敷地への入り口
は、北側、西側、東側の３方向を計画しています。
浦和大里小通学区域からは、北側の入り口、浦和別
所小通学区域からは、東側または北側の入り口、沼
影小学校の通学区域からは、東側または西側の入り
口を想定しております。また、登下校時の昇降口で
の混雑を防ぐために、沼影校舎では一足制（上履き
を使わず外履きのまま校舎に入る）を導入する予定
です。これにより、休み時間や体育の時間にグラウ
ンドに出る際の混雑を緩和できると考えております。
さらに、災害などの避難時に足元の安全性も向上す
ると考えております。

Ⓠ義務教育学校では、制服はどの学年が着用します
か。何年間着用することになるのでしょうか。

Ⓐ他自治体の義務教育学校の先行事例では、６年生
までは私服で、その後７〜９年生は制服とする事例
があります。また、義務教育学校入学前に購入した
制服を着続けられるようにし、体が大きくなり買い
替えるなどのタイミングで、新しい規格の制服を購
入していだたくようにしている例もあります。
本義務教育学校の制服については、経済的な面、

既存の内谷中や白幡中の制服の扱いとの関係等に配
慮しながら、先行事例を参考にし、開校に向けた準
備委員会の中で、児童生徒、保護者の御意見を伺い
ながら検討していきます。

新緑がまぶしい季節がやってきました。本通信は、武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校の設置に
向けた検討状況を発信することで、関係の方が本事業の進捗を把握する一助としていただきたい
と考え発行しています。引き続き、沼影新校舎の基本設計の内容や、よくある御質問への回答な
どと共にお伝えしていきます。よろしくお願いいたします。

本通信の内容は令和６年４月時点の情報になります。検討状況は変更となる場合があります。

以下の図は、開校までの工事スケジュールの概要を示したものです。昨年度は、沼影新校舎についての基
本設計を実施し、現在は実施設計を行う段階となっております。沼影新校舎の建設工事は3年間行い、開校
は令和10年度を予定しています。また、浦和大里小学校と内谷中学校については、令和9年度と10年度の夏
休みを中心に、改修工事を実施する予定です。
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